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2026 年 01 月 01 日  6Y5PW Jamaica on 30m

　今朝もアンテナを米東海岸のロングパス方向（南南西）に向けて 40m と 30m バンド
で遊びました。この時期のこの時間帯は、40m よりも 30m の方が米東海岸およびカリ
ブ海方面にはパスが開けているようです。米東海岸および中西部の局と QSO していると、
6Y5PW が見えました。バンドニューの色表示です。手元の DXCC challenge のマト
リクスを確認すると、それほど珍でもない Jamaica が未コンファームでしたので、この
機を逃してなるものかとコールして、QSO に漕ぎ着けました。現地では大晦日ですが、
当地では元旦の朝です。幸先の良い 2026 年のスタートになりました。

2026 年 01 月 02 日　QSO パーティー

　新年恒例の QSO パーティーに今年も参加する予定です。ですが、今年から電子ログで
の提出ができるようになりました。電子ログを提出した場合には「電子データによる記念
ステッカー」が頂けるようです。従来の「シール型記念ステッカー」が欲しければ、今ま
でと同様に紙ログと SASE を郵送する必要がありそうです。人間が古くなってきている
ので、新しいことに飛びつくよりも古いやり方を踏襲する方が気が楽です。しかし、紙ス
テッカーを貯めても、他人様からみればタダのゴミに過ぎません。わざわざゴミを収集す
るために、時間と金を費やすのも馬鹿げているという思いもあります。電子ステッカーな
るものを収集した場合に、それを並べる（貼り付ける）台紙はどうなっているんだろうと
思って、「QSO パーティ電子ステッカー台紙作成ページ」を開いてみました。過去に参
加したステッカーも用意されているとのことなので、過去12 年間のシールを台紙に貼っ
たのが、冒頭の画像です。これなら場所要らずでナイスです。それなら、電子データでロ
グを提出してみたいと思います。が・・・自作の電子ログなので、日時はUTで表記して
いるため、JSTに変換する必要があります。従来の紙ログでも、この変換を手作業で
やっていたので、同じといえば同じです。でも、その手間が嫌で QSO する局数はなるべ
少なくするように絞っていました。この際、JARL電子ログ形式で出力できるように、自
作ログソフトを改良してみようかなぁ・・・

2026 年 01 月 03 日　EME 用フェーズドアレーアンテナ

　正月 2 日から寒い天気が続いていて、今朝は雪が積もって白くなっていました。そんな
状況なので、おうちでネットサーフィンをしたり、読書をしたりして過ごしています。
ネットニュースで夢のような凄いブツを見つけました。ひょっとしたらフェイクニュース
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かも知れませんが、EME にも応用できるというフェーズドアレーアンテナシステムの
キットが 2026 年 3 月に発売予定だというのです。

　以前製作したフォースクエアアンテナもフェーズドアレーのはしりですが、まさか
EME を対象にしたフェーズドアレーアンテナのキットが市販されるとは思ってもみませ
んでした。近頃話題の StarLinkの地上局のアンテナも一見してフェーズドアレーのよう
に見えますし、迎撃ミサイルシステムやイージス艦にも搭載されているようなので、これ
ぞ正しく state of the artな技術であり、とても興味があります。

　open.space の仕様を見ると、5GHz帯（C バンド）を使用するようです。Moon と
いうタイプでは 240個のアンテナが直径約2m の六角形の平面に配置されています。価
格は 2500 ドル～5000 ドルなので、個人で購入できる設定になっています。ビーム
フォーミングができるようなので、月の自動追尾は雑でも良いのかもしれません。ゲイン
は 39.3dBi とのことなので、直径4.5m のパラボラアンテナアンテナに匹敵します。こ
れが百万円弱で手に入るとしたら・・・どうする？！

2026 年 01 月 04 日　QSO パーティーの電子ログを送付

　新年恒例の QSO パーティーは開催中ですが、一足早く切り上げて JARLに電子ログを
送ってみました。その結果、冒頭の画像のような記念ステッカーの画像を含むpdfファ
イルがメール添付で送られてきました。もはやステッカーともシールとも言えない、単な
る画像です。これも時代の趨勢なので便利になったもんだと前向きに捉えることにしま
しょう。サマリーシートに手書きで記入して、判子をついて、返信用封筒に切手を貼って
投函する・・・なんてことをしなくても良く、電子ログを Webサイトで送れば、直ぐに
記念ステッカーがメールに添付されて返信されるというのは、大いなる進歩です。

　自作のログソフトから JARL電子ログ形式に変換して出力できるようにしようかと思い
ましたが、その前に JARL電子ログ形式とは如何なるものなのか勉強する必要があると考
えたので、表計算ソフトとテキストエディターを使って手操作で今年の QSO パーティー
のログを作ってみました。サマリーシートは「JARLコンテスト 電子ログ アップロード
ページ」にアクセスして、必要事項を入力すると自動的に生成されるので、ログの部分だ
けを作れば良いことが分かりました。
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　来年の QSO パーティーまでに、自作ログに変換機能を付け加えるかどうかは微妙です。
年に一度しか使わないし、それほど手間が掛かった訳でもなく、もう 10 年以上も同じこ
とをやっているのですから、まぁ良いかぁ！となるかもしれません。多分そうなるでしょ
う！

2026 年 01 月 05 日　パソコンを掃除

　12 月の初め頃、パソコンの電源を入れるとすぐに電源が切れて、また電源が入って、
すぐに電源が切れるという動作を繰り返す トラブルに遭遇しました。この時は 1 日ほど
電源を抜いたまま放置し、翌日 電源を入れると正常に起動したので、なんか変だなと思
いましたが事なきを得ました。その後 12 月の下旬頃、同じような症状が出て、全く起動
できなくなったので、ひょっとしたらファンや換気口にゴミが詰まっているのかもしれな
いと思って、掃除機で掃除しました。そうすると無事 起動するようになりました。この 
PC は、購入後5 年ぐらい経過するので、ひょっとしたら故障してしまうかもしれないと
心配になったので、USB タイプの SSD を購入してバックアップを取りました。その後 
年末まで動作していましたが、年始になって起動しようとすると、やはり 同じような現
象が出ました。このパソコンは無線 小屋に設置しているもので、最近は、本宅からリ
モートで運用することが多くなり、あまり使わなくなりましたが、現在 所有している PC 
の中で最も性能が高く、これまで主力として使っていたものなので、壊れてしまうと困り
ます。

　前回、掃除機での掃除が一定の効果があったので、今度は徹底的にコンプレッサーを
使って埃を吹き飛ばすことにしました。多分 ファンの突入電流により、PC 全体がリ
セットされて、ハンチングを起こしているのではないかと思われます。この PC には 
CPU の水冷クーラー用のファンが一つと、筐体内の循環用のファンが一つ、加えて グラ
ボに 2 つのファンがついていて、合計4 つのファンがあります。ファンの羽が拘束され
たりすると、大電流が流れるため、このような現象を引き起こしているのではないかと推
定されます。今度同樣の現象が発生したら、ファンを一つずつ抜いて起動してみようと思
います。そうすれば、どのファンが問題を引き起こしてるのかはっきりするでしょう。
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2026 年 01 月 06 日　ブドウ園で野良仕事
　午前は焚き火にあたりながら薪割りをしました。午後は良い天気になってきたので、ブ
ドウ園に行って野良仕事をしました。年末に堆肥を配ったまま放置していたので、堆肥と
土とを混和して、地面を均す作業をしました。来月になれば 剪定作業をする予定です。
その剪定作業に先立って 仮剪定をしますが、それまでに この作業を終えれば良いのです。
なので それほど 急ぐことはないのですが、天気が良いとついつい 体を動かす仕事がした
くなります。今日の作業で 約半分終わりました。

2026 年 01 月 07 日　V26K Antigua on 30m

　今朝も 160m から順にワッチしてきて 10m でV26Kを多数の JA 局が呼んでいるの
を見つけました。はじめのうちは全くデコードできなかったので、アンテナの向きが逆な
のかを思っていましたが、そのうちにデコードできるようになり、徐々に信号レベルも上
がってきました。15分位呼んで漸く QSO できました。今年になって初のバンドニュー
をゲットできました。

2026 年 01 月 08 日　困ったことになりました
　近頃は 山掃除と称して 無線小屋 や アンテナタワー 周辺の立木を伐採しています。昨
日 大きな 槙の木を伐りましたが、写真を見てお分かりのように、隣の松の木の枝に引っ
かかってしまいました。チルホールという道具で引っ張っていましたが、思った方向には
倒れず、このようになっなりました。直径約50cm の大きな木 なので、次にどんな手を
打とうかと思案しています。ジル ホールで手前のアンテナタワーに根付けして引っ張っ
てみましたが びくともしませんでした。ワイヤーを槙の木の木の もう少し上の方に取り
付ければテンションの掛かり方も違うので引っ張れるかもしれません。そのためには、ど
のような方法でワイヤーをかけるかが問題です。隣の松の木はもう枯れかかっているので、
この木も 伐採したいと思っているので、この松の木の根元を挽切るというのも手です。
そうすれば 松と一緒に倒れるでしょう。しかしこの松の木も直径が 50cm位と結構な太
さなので躊躇しています。槙の木がもう少し小さくて細ければ、地面に近いところを 
チェーンソーで切れば何とかなりそうですが、何しろ デカくて太いので危険が伴います。
松の木に登って 枝を挽切るなんていうのは、ちょっと無理そうです。
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　今朝は小雪が待っていたので アウトドアの仕事はやめて、妻と一緒に温泉に行きまし
た。温泉に浸かって思案していましたが、結局名案と言えるほどのものは浮かびませんで
した。困ったもんです。
-

2026 年 01 月 09 日　問題解決?

　今朝も焚き火に当りながら、松の木にもたれ掛かった槙の木を眺めていました。引っ張
る方向を工夫すれば、松の木の枝にひっかかっている槙の木の先端部をスライドさせて倒
すことができるかもしれないと気付きました。この方法は、最も安全かつお手軽な方法な
ので、ダメ元で試してみたところ、バッチリ上手く行きました。これで一件落着、問題解
決です。

2026 年 01 月 10 日　岡山 DX クラブ新年会

　昨夕から泊まりがけで、岡山 DX クラブの新年会に参加しました。場所は、渋川のホテ
ルでした。岡山 DX クラブの行事に参加するのは 25 年ぶりぐらいかもしれません。当然
ながら皆さん それなりに年を重ねられていらっしゃいました。同じ趣味の人の集まりと
いうのは、話題に事欠きません。あれこれ話をしていると あっという間に時間が過ぎて
しまいました。特に最近は、アマチュア無線が趣味だからと言ってお空でワイワイ 話す
ことは滅多にありませんから、なおさらです。

　往路は、賀陽インターから岡山道 山陽道 瀬戸中央道を通って 水島インターで降りて、
児島を経由して 1 時間足らずで到着しました。料金が 1400円もかかったので、復路は
地道で、秀天橋、青江、岡山西バイパス、空港線のルートを辿ったところ2 時間もかかり
ました。やっぱり 玉野は遠いなぁ～　牛窓でも 1 時間半かかるので仕方ありません。

2026 年 01 月 11 日　3G0XQ　幻の DX ペディション

　先日岡山 DX クラブの新年会に参加した時に、今週から始まる CE0X とKP5 の DX ペ
ディションに期待しているという旨の発言をしたら、CE0X の DX ペディションは延期
になったと教えられてがっかりしました。何時に延期になったのか調べてみたところ、延
期というよりも、むしろ中止という内容だったので、再度がっかり・・・失望しました。
ニュースソースは DX Worldのこの記事です。DX ペディションを予定していた

6



XQ7IR Felipe は、ファンフェルナンデス島（CE0Z)まで機材を持ち込んで上陸許可と
コールサインの発給を待っていたようですが、海軍からの上陸許可も SUBTEL（総通に
相当する機関）からコールサインも発給されないというのが事の真相のようです。なんと
いう無計画な DX ペディションなんでしょうか！期待していた私が馬鹿でした。

　KP5への DX ペディションは予定どおり敢行されるされるようなので、それには期待
しています。

2026 年 01 月 12 日　pico TNC

　先日アマチュア衛星について調べていたところ、パケット通信（AX25)が使われてい
るものもあることが分かりました。そういえば、どれくらい普及しているのか詳しく知り
ませんが、APRS なんていうのもパケット通信を利用したシステムですね。昔、1990
年頃、インターネットや電子メールが普及する前は、私もパケット通信を利用してパケッ
トクラスターなどを運用したりしていたものですが、近頃は、あのピーとかギャーという
音を聞く機会が少なくなりました。

　ラズパイpicoで色んなものを製作してきて、中々コスパの良いボードだと思っている
ので、誰かこのボードでTNC を作っている人は居ないかなぁと思って探したところ、正
にビンゴ！！ドンピシャのものを公開している方がいらっしゃいました。それも日本人
(JN1DFF)なので、日本語での説明もありました。TNC を構成するための回路図やソー
スコード、バイナリなどがGithubで公開されています。

　少し興味があったので、無線機には接続せずに、ラズパイpicoだけで簡単なテストを
してみました。ハードウェアとして用意したのは、ブレッドボードにラズパイpicoを載
せてUSBケーブルで PC に接続しただけです。PTT信号と ASK信号をオシロスコープ
で観測して、送信できている様子を確認しました。受信機能については未確認です。

　バイナリ（uf2形式）をラズパイpicoに書き込んで、デバイスマネージャでUSBシ
リアルポートがどの COMポートに割り当てられているのかを確認し、TeraTerm をコ
ンソールとして接続しました。HELP コマンドに応答することで、動作確認できます。パ
ケットを送信するには、mycall とunprotoコマンドで自局と相手局の ID を設定して、
con コマンドで会話モードにした後、適当な文字列を入力してリターンキーを押せばパ
ケットが送信されます。
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　1990 年頃には、TNC の販売価格は 3万円前後だったと記憶しています。とても安価
に、しかも簡単に製作できて FBです。衛星通信を APRS をやろうと思った時に役立ち
そうです。

2026 年 01 月 13 日　KP5/NP3VI Desecheo Is.

　待っていた Desecheo島への DX ペディションが今朝から始まりました。
ClublogLiveStreamsで追跡できます。17m の FT8と 15m の CW に出ているよう
でしたが、残念ながらどちらも呼ぶ方は見えてもご本尊の方はNoCopyでした。このペ
ディションではRIB(Radio In Box)が使われ、ほぼ24 時間運用されるようなので、幾
つかのバンドで QSO できるだろうと楽観していましたが、今日のようなコンディション
では難しいかもしれません。

　今朝も寒くて風が強かったので、海の向こうの香川県にランチと温泉に出かけました。
冬季は北に向かうよりも南に向かう方が無難です。

2026 年 01 月 14 日　FPGA 付きラズパイ pico ボード

　先日、秋月電子でラズパイpicoボードを買おうと思って色々見ていたら、FPGA 付き
のラズパイpicoボードを見つけました。インドのVICHARAKという会社の Shrike 
Lite という製品で、1240円で販売されています。面白そうなので早速 ポチッとしたと
ころ、本日配達されました。このボードには、ルネサスの SLG47910Vという小規模な
FPGA が搭載されています。どれくらいのロジックが収容できるのかは やってみないと
分かりませんが、そこそこ役に立つんじゃないかと期待しています。開発環境はルネサス
から無償で提供されているので、ポチッと注文した後すぐにインストールしました。開発
言語は、私にとって未経験なVerilogだけのようなので、少し勉強も始めています。
ちゃんと使いこなせるようになると良いのですが、どうなることやら…
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2026 年 01 月 15 日　ロケットストーブで落花生をロースト
　昨日に続き今日も良い天気だったので、焚き火にあたりながら ロケットストーブで落
花生をローストしました。ロケットストーブの燃料として、箸ぐらいの長さに切った竹を
幅約3cm に割った物を使います。竹は火力が強いけど燃料消費が早いため、付きっきり
で火の番をする必要があるのが難点です。フライパンに入れる 落花生の量は、一重 並べ
になる程度が火の通りが良くなると思いますが、一回に処理できる量が少ないので、今日
は 3 バッチもやりました。これにて 昨年収穫した落花生は全部 ローストしました。

2026 年 01 月 16 日　Shrike Lite の動作確認

　Verilog の勉強は脇に置いておいて、取り敢えず自分の PC にインストールした開発環
境でアプリが開発できそうだということを検証しました。これまでラズパイpicoのアプ
リ開発には Arduino IDE を使って来たので、その方法を踏襲することにします。
Python という選択肢もありますが、やはり Python はインタープリターなので、遠慮
しておきます。FPGA の開発はルネサスの無償ツールを使うことにします。Shrike Lite
では、FPGA のバイナリはパワーオン時にRP2040 から書き込む仕掛けになっているよ
うです。Shrike Lite のGithubには、例題アプリのバイナリも収録されているので、
とりあえず Lチカのバイナリ(LED_blink.bin)を使って検証しました。

　期せずして、つい最近、Qiita に「FPGA ボード Shrike Lite をお試し」という記事
が発表されていますので、詳しくはこの記事をご覧ください。同じようなことを書こうと
思っていましたが、先を越されたようです。書く手間が省けましたので、全然悔しくあり
ません。実に有難いことです。というか敬意を表します。

　Shrike Lite専用開発環境を用意するために、従来とは異なる PC に Arduino IDE 
1.8.19をインストールしました。Arduino IDE をインストールしただけでは
RP2040 の開発は出来ません。eralephilhoerのライブラリでは Shrike Lite がサ
ポートされているので、先の記事にあるように eralephilhoerの環境（ライブラリ）を
インストールします。次いで、Shrike Lite内蔵のフラッシュメモリに LittleFS 割り当
てて、そこに FPGA のバイナリを Arduino IDE から書き込みできるようにしました。
前述の記事では Arduino IDE 2.3.7が使われているので、この部分は異なります。次
のような手順でプラグインをインストールしました。
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• earlephilhower/arduino-pico-littlefs-plugin から zipファイルをダウン
ロードする

• toolsという名前のフォルダーをドキュメント/Arduinoの下に作成する
• 先にダウンロードした zipファイルを展開し、tools以下にコピーする
• 具体的なパスは、ドキュメント/Arduino/tools/PicoLittleFS/tool/
picolittlefs.jarとなる

• Aruduino IDE を再起動する

すると、ツールの下に Pico LittleFS Data Uploadという選択肢が表示されるように
なる

　冒頭の画像は、Arduino IDE のツール以下の選択肢を表示した時のものです。Pico 
LittleFS Data Uploadが追加されていることが分かります。また、フラッシュの一部
に LittleFS を割り当てるために、FlashSize:”4MB(Sketch:4032KB, FS:64KB)”
と表示されています。FPGA のバイナリは 64KBもあれば十分格納できる筈です。ボー
ドは Shrike Lite が選択さています。なぜかシリアルポートの欄に(Raspberry Pi 
Pico W)と表示されていますが、eralephilhoerライブラリのちょっとしたバグなので
しょう。

　RP2040側のソースコードを以下に示します。ラズパイpicoと同じように
LED_BUILDINというラベルが使えますが、ラズパイpicoではGPIO25 でした。
Shrike Lite ではGPIO4 に LED が接続されているので本当に点滅するのかしらと疑い
つつやってみましたところ、思った通りにオンボードのUSBコネクタ近くのブルー LED
が 0.5秒毎に ON/OFFしました。シリアルポートには”LED_BUILDIN 4″と繰り返し
表示されました。USBコネクタから離れたところにあるブルー LED は 1秒毎に ON/O
FFを繰返します。LittleFS に書き込まれた led_blink.bin が FPGA にちゃんとロード
されていることが確かめられました。これで、心置きなく FPGA の開発に専念できそう
です。
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//ShrikeEx1 tutorial example
// by H.NAMVA 2026/01/15

#include <ShrikeFlash.h>
ShrikeFlash fpga;
void setup() {
  pinMode(LED_BUILTIN, OUTPUT);
  Serial.begin(115200);
  while (!Serial && millis() < 3000);
  // Initialize the library
  if (!fpga.begin()) {
    Serial.println("Initialization failed!");
    while(1);
  }
  // Flash the FPGA
  fpga.flash("/led_blink.bin");
}

// the loop function runs over and over again forever
void loop() {
  digitalWrite(LED_BUILTIN, HIGH);   // turn the LED on (HIGH is the voltage 
level)
  delay(500);                       // wait for a second
  digitalWrite(LED_BUILTIN, LOW);    // turn the LED off by making the voltage 
LOW
  delay(500);                       // wait for a second
  Serial.print("LED_BUILTIN ");
  Serial.println(LED_BUILTIN);
}

2026 年 01 月 17 日 KP5/NP3VI on 30m

期待していたKP5への DX ペディションですが、未だ冬なのでハイバンドのコンディ
ションが不調なこともあり、あまり成果が上がっていません。ホームページを見てもリグ
やアンテナなどの設備面の紹介が少ないので、ひょっとしたら相当なローパワーで運用し
ているんじゃないかと邪推しています。環境面に配慮したオペレーションということで、
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太陽光発電とバッテリーが主電源のようで、ホームページにあるビデオを見ると、ペラペ
ラのソーラーパネルと、しょぼそうなアンテナ、屋根付きの犬小屋のようなものが見えま
ます。設備はたったのこれだけ？？？　信号が弱いのは、そういうこと？？

　SSBはおろか CW での QSO もできるかどうか・・・？マークです。今のところ、
40m と 30m の FT8で QSO できました。30m は朝方のロングパスが有望だと思って
いましたが、Clublog のGeo Propagation の統計情報をみると、午後6 時から8時
頃のショートパスが本命のようです。今夕は 30m の FT8に QRVしており、さんざん
呼んだ挙句、やっと QSO に漕ぎつけました。40m も今頃の時間帯が開けています。で
きれば 20m と 17m でも QSO したいのですが、この信号の弱さでは、どうなることや
ら・・・ですが、DX ペディションは 2 月 10 日頃までなので、それまでにチャンスがあ
るかもしれません。夜間は充電できないので、未明や朝方は電力不足になるかもしれませ
ん。

2026 年 01 月 18 日　今日も山 掃除

　寒中なのに風もなく 、3 月を思わせるような小春日和のいい天気でした。こんな天気
の日は アウトドアで体を動かす方がグッドです。伐採した槙やクヌギの小枝などを薪(タ
キギ)にしました。子供の頃には、風呂焚きが私の仕事でした。どんな木がどのように燃
えるのか、どのようなサイズの薪が焚きやすいか良く知っています。今は灯油ボイラーを
使っていて、スイッチ 1 つで湯加減が調整できるので、今更 薪で風呂を沸かそうとは思
いません。薪(タキギ)の用途は薪(マキ)ストーブやピザ窯の焚き付けに使うぐらいですが、
あれば重宝します。

2026 年 01 月 19 日　続 Shrike Lite の動作確認

　1 月 16 日のブログで紹介した時には、FPGA側のプログラムは Shrike Lite の
Githubにある既存の例題(バイナリ)を使いました。今日は、ルネサスの開発環境を使っ
て、Githubにある例題のソースコードを元に、自分でコンパイル（論理合成）し、IO
ピンを割りつけてバイナリとして生成したものが思った通りに動作していることを確認し
ました。
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　main.vは、Verilog で記述された LED をブリンクさせる（Lチカ）ソースコードで
す。Shrike Lite では FPGA に供給されるクロックは 50MHzなので、これを 32 ビッ
トカウンタで 50,000,000 になるまでカウントして、LED という信号名の出力のビッ
ト反転させるというものです。このソースコードを以下に示すように少し変更して、思っ
た通りになるかどうか確かめました。変更箇所は、1)点滅周期を 10倍速くし（100ms
周期でトグル動作するようにし）、2)カウンタのビット数を 24 ビットにしました。

(* top *) module blink(
  (* iopad_external_pin, clkbuf_inhibit *) input clk,
  (* iopad_external_pin *) output LED,
  (* iopad_external_pin *) output LED_en,
  (* iopad_external_pin *) output clk_en
  );

  reg [23:0] counter;
  reg LED_status;

  assign LED_en = 1'b1;
  assign clk_en = 1'b1;
  
  always @ (posedge clk) begin
    counter <= counter + 1'b1;
    if (counter == 5_000_000) begin
      LED_status <= !LED_status;
      counter <= 24'b0;
    end
  end

  assign LED = LED_status;

endmodule
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2026 年 01 月 20 日　Verilog のお勉強

　Shrike Lite という小さなボードを手に入れました。これで遊ぶにはVerilog という
言語で FPGA の論理記述をする必要があります。10 年程前にVHDLを使って Altera
の Cycron-IIという FPGA を使ったアプリの開発をしたことがありますが、Verilog は
似て非なるものなので気合を入れて勉強することにします。いろいろ探したところ、「デ
ジタル回路とVerilog入門」というサイトが良さそうなので、このサイトを教科書と定
めて自己学習しています。初心者なので、このサイトに書かれている通りに、VSCode
や IcarusVerilog などを PC にインストールしました。IcarusVerilog のコンパイラと
シミュレータは大変素晴らし学習環境だと思います。私は CTO という立場だったので、
仕事として直接 FPGA の開発を携わったことはありませんが、当時の部下達は Xilinxや
Altera のツールと共にModelSim という結構お高いシミュレータを使っていました。
急がば回れという言葉どおり、開発効率を上げるためにはシミュレータは欠かせませんが、
シミュレータを使いこなすのも一苦労です。このようなツールが無償で利用できるとは、
なんとも有難いことですし、このサイトのように使い方を解説して下さる方々がいらっ
しゃることにも感謝します。

2026 年 01 月 21 日　ShrikeLite の例題を読み解く

　これから ShrikeLite のアプリを開発するにあたり、CPU-FPGA 間のインタフェース
として SPIを使いたいと思っています。何故、spi なのかというと、CPUから FPGA を
コンフィグレーションするために SPIを使っており、配線済みなので新たに配線する必
要がないからです。この SPIは FPGA のコンフィグレーションが終われば用済みになる
ので、使わないと勿体ないのです。SPIは I2C に比べるとアドレスと言う概念がなく、
一度に 32 ビットなどの大きなデータをやり取りできる点も魅力です。

　ShrikeLite のGithubには spi_loopback_ledという例題が掲載されています。例
題の仕様やピンアサインについて英文ですがキッチリ書かれています。要約すると、SPI
のスレーブの例として、CPUから SPIを通して 0xABを書き込むと LED が点灯し、
0xFFを書き込むと消灯し、書き込み後に前回のデータを読み出すという機能です。
Verilog の勉強を兼ねて、この例題を読み解いて理解することにしました。2 つの
Verilog ファイルがありますが、トップレベルの記述である top.vを見て行きます。
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module top ( 
(* iopad_external_pin, clkbuf_inhibit *) input clk, // System Clock 

(50MHz) 
(* iopad_external_pin *) output clk_en, 
(* iopad_external_pin *) input rst_n,    // System 

Reset (Active Low) 

// Physical SPI Pins (Connect these to FPGA I/O) 
(* iopad_external_pin *) input spi_ss_n, 
(* iopad_external_pin *) input spi_sck, 
(* iopad_external_pin *) input spi_mosi, 
(* iopad_external_pin *) output spi_miso, 
(* iopad_external_pin *) output spi_miso_en,

// Physical LED Pins 
(* iopad_external_pin *) output reg led, 
(* iopad_external_pin *) output led_en 

);

　topという名前のモジュールを定義しており、5本の入力と 5本の出力を持っています。
(*　*)で囲まれた部分は属性を定義しており、トップレベルの定義らしく、
iopad_external_pin という属性を与えています。少し前に試したblink_ledという
例題では、( top ) module blink(・・・と定義されていました。この例では、( top 
*)との記述がありませんが、topという名前だからトップレベルモジュールと認識され
るのでしょうか？　clkbuf_inhibitという属性が何を意味するのか不明ですが、まぁ良
いとしましょう。clk_en や spi_miso_en,led_en という外部信号は不要なのではな
いかと思っていましたが、ピン割り当ての際に、どのGPIO にも IN, OUT, ENという
信号が存在することに気付きました。どうやら、この FPGA の出力信号には
EN(enable)信号が必要なのでしょう。

    assign led_en = 1'b1;
    assign clk_en = 1'b1;

    wire [7:0] rx_data_wire;
    wire       rx_valid_pulse;
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    reg  [7:0] tx_data_reg;
　led_en と clk_en という信号に 1 を割り当てているので、常にイネーブルという意味
になります。rx_data_wire という SPIモジュールで受信した8ビットの信号線を定義
しています。rx_valid_pulse という受信データ有効を示す信号線です。tx_data_reg
は SPIから CPUに送信するデータを保持するレジスタです。

    // The Echo Logic    
    always @(posedge clk or negedge rst_n) begin
        if (!rst_n) begin
            tx_data_reg <= 8'h00;
        end else if (rx_valid_pulse) begin
            tx_data_reg <= rx_data_wire;
    end
    end

　rst_n が 0 なら tx_data_reg に 0x00 をセットし、rst_n が 1 でかつ
rx_valid_pulse が 1 なら rx_data_wire の信号をセットします。

    // LED Logic
    always @(posedge clk or negedge rst_n) begin
        if (!rst_n) begin
            led <= 1'b0;
    end else if (rx_valid_pulse) begin
            if (rx_data_wire == 8'hAB)
                led <= 1'b1;
            else if (rx_data_wire == 8'hFF)
                led <= 1'b0;
        end
    end

　rst_n が 0 なら ledに 0 をセットし、rst_n が 1 でかつ rx_valid_pulse が 1 の時、
rx_data_wire が 0xABなら ledに 1 をセットし、rx_data_wire が 0xFFなら led
に 0 をセットします。

    // SPI Target
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    spi_target #(
        .CPOL(1'b0),   // Standard Mode 0 (Idle Low)
        .CPHA(1'b0),   // Standard Mode 0 (Sample Rising)
        .WIDTH(8),
        .LSB(1'b0)     // MSB First (Standard)
    ) u_spi_target (
        // System Common
        .i_clk(clk),
        .i_rst_n(rst_n),
        .i_enable(1'b1),        // Enable the module permanently

        // SPI Physical Interface
        .i_ss_n(spi_ss_n),
        .i_sck(spi_sck),
        .i_mosi(spi_mosi),
        .o_miso(spi_miso),
        .o_miso_oe(spi_miso_en),

        // RX Interface (Data FROM MCU)
        .o_rx_data(rx_data_wire),
        .o_rx_data_valid(rx_valid_pulse),

        // TX Interface (Data TO MCU)
        .i_tx_data(tx_data_reg), 
        .o_tx_data_hold()        // Not needed for simple echo
    );

endmodule

　spi_targetモジュールのインスタンスを宣言して、clk, rst_n などの信号をインス
タンスに割り当てています。spi_target #()はパラメータを示しています。このモ
ジュールをインスタンス化するにあたり、CPOL, CPHA, WIDTH, LSBというパラ
メータを具体的に指定しています。
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2026 年 01 月 22 日　ShrikeLite で MicroPhython

　Python はインタープリターなので実行速度が遅いため、私の好みではありませんが、
ShrikeLite の使い方をマスターするにあたり、MicroPhython 記述されたサンプルプ
ログラムが紹介されているとあってはスルーするわけには行きません。Chrome で
「shrike lite python Thonny 」検索と入力したら、AIが「Shrike Lite で
Thonnyを使用するための手順」を教えてくれたので、その手順に従って、Thonnyを
PC にインストールし、MicroPhython ファームウェアを ShrikeLite にフラッシュし、
Thonnyを設定し、FPGA ビットストリームをアップロードし、Python コードをダウ
ンロードして実行しました。FPGA のビットストリームは、USBメモリとして見える
ShrikeLite にコピーしておく必要がありますが、Thonnyから Python を使って手軽
に動作確認（デバッグ）するのには便利に使えそうです。FPGA側のファームウェアのデ
バッグが終われば、RP2040側のアプリを ArduinoIDE を使って Cモドキ言語で開発
すれば良いでしょう。

　ちなみに、昨日ブログで紹介した spi_loopback_ledという例題のRP2040側アプ
リは Phython で記述されているので、急がば回れの教えに従ったまでです。お陰で、食
わず嫌いにならず、MicroPhython にも親しむことができました。

2026 年 01 月 23 日　トランジスタ技術 2 月号を読んで
　久しぶりに トランジスタ技術という雑誌を購入しました。農業 エレクトロニクスとい
う特集に興味を惹かれました。LoRa というライセンスフリーの無線を使って遠隔操作す
るという内容の記事に興味を持ちました。記事を一通り読んだ後、E220-900T22S と
いう LoRa通信モジュールのデータシートをダウンロードして目を通したところ、自力
でも使えそうな感じです。

　ブドウ園の潅水の為のバルブを、遠隔操作できたら良いなぁと常々思っていました。自
宅から 500m位離れたところにあるので、WiFi などは遠すぎて使えません。LoRa な
らできそうです。夏の暑い時期に、鮎釣りに行きますが、その地から遠隔操作で潅水でき
るるようにしたいものです。LoRa を試してみるために、早速 LoRaモジュールを 2 つ
注文しました。
　ブドウ園の潅水以外に、有害鳥獣駆除のためにワナを仕掛けていますが、ワナに獲物が
掛ったかどうかを遠隔で監視する用途にも使えそうです。
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2026 年 01 月 24 日　確定申告に向けて帳簿の整理

　今日も雪が舞い散る寒い日です。もう 3 日も家の中に籠っています。2 月の半ばになれ
ば、確定申告が始まるので、そろそろ帳簿の整理を始めました。帳簿さえ整っていれば、
後は国税庁の確定申告コーナーで簡単に申告することができます。帳簿（現金出納帳、仕
訳帳、総勘定元帳）の整理には、自作の会計ソフトである keikei3 を使っています。こ
のソフトは、農業大学校に通っていた時に受けた農業簿記の授業で使われた教科書をベー
スにMySQLとVB.NETで作ったものです。農業所得と事業所得（太陽光発電）の決算
書（損益計算書・貸借対象表）を作成できて、大変重宝しています。小規模経営なので税
理士さんを雇うほどの利益はありませんし、市販の会計ソフトの費用も馬鹿にならないの
で、開発する時には苦労しましたが、十分に元は取れたと思います。

2026 年 01 月 25 日　今どきのシーケンサー

　先日 購入した雑誌 トランジスタ技術 の裏表紙に、ラズパイに CODESYS を搭載した
PLC の広告が掲載されていました。ラダー図のプログラミングは得意分野ではありませ
んが、私の技術屋人生は少なからず PLC に関係がありました。1985 年頃、PALと
ROMとRAMとZ80 で当時最高速のシーケンサーを開発し、マシニングセンターに搭
載されたのです。この事で会社の業績も上がり、私も技術者として信用を得ることができ
ました。それから 10 年程過ぎ、CompactPCIの CPUボードを開発していた頃に、ソ
フトウェア PLC(KWsoftの ProConOS)の販売を手掛けましたが、時期尚早だったの
か全く売れませんでした。

　そんなこともあったのでトランジスタ技術の広告を見て、今時のシーケンサーはどう
なっているのかと思い、CODESYS や OpenPLC について調べてみました。どちらも 
IEC 61131-3 に対応していてパソコンなどでプログラミングや シミュレーションの環
境が無料で利用できるようです。OpenPLC では、Arduinoや ESP32 でも実行出来る
ようなので機会があれば 試してみたいと思います。

2026 年 01 月 26 日　LoTW で Desecheo Is.をコンファーム

　私は夏の QRT期間を除いて、10 日毎に LoTW にログをアップロードするようにして
いますが、今月 11 日以降の分は、やっと今日になって 20 日までのログをアップロード
しました。ログをアップロードして暫くしてから LoTW を見ると、なんと Desecheo 
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Is.がコンファームされているではありませんか！ペディションが終わったら OQRS で申
請しようかと思っていましたが、随分とサービスが良いのには感心しました。お陰で、
Mixモードで現存エンティティーのコンファーム数が 326 になり、残り 14 になりまし
た。あと 5 つでHonnor Roll です。Challenge は 2464 になったので、2500 まであ
と 36 です。21 日以降のログをアップロードしておらず、Desecheoとの QSO済みの
バンドニューが 3 つあるので、実質的には 2467です。できれば後2 つ位Desecheo
でバンドニューを稼ぎたいものです。

2026 年 01 月 27 日　何でも AI に聞いてみよう！

　私は ChatGPTなどについて無知ですが、最近はGoogle Chrome の検索画面にも
AIが導入されているので、大変重宝しています。Verilog や Python の文法について尋
ねると、ちゃんと（それらしく）答えてくれます。不適切な回答または見当たらないとい
う回答の時には、質問が適切なのか確認してみるとよいでしょう。人間だって、何が知り
たいのかわからん！という質問には・・・知らん！と答えるでしょう。

　昨夕、ハム仲間とオンライン飲み会をしている時、wsjt-x等を使っていて、<…>と
いうメッセージが出るんだけど、どうしてなのか知っている？ということが話題になりま
した。私は、HF帯で JTDX を使っていますが、このようなメッセージをよく見かけます。
今HFの DX界を賑わしているKP5/NP3VIなども最初は必ずと言って良いほど<…>
と表示されます。コールサインが長すぎるのが原因なのかなぁと朧げに感じていました。
どうしてなのか知りたいと思ったので、Chrome に聞いてみたところ、ちゃんと答えて
くれました。Good Job!!

　昔は、「聞くは一時の恥、知らぬは一生の恥」などと言われましたが、AIに聞くのは
恥でも何でもありません。そういうことを怠って、・・・知らんけど?というのは、いか
がなものでしょうか？！

2026 年 01 月 28 日　はま寿司と大家族の湯

　今日も寒い日みたいだったので、妻と一緒にランチと温泉に出かけました。1 月は毎週
のように出かけています。先週は、玉野市のたまの湯に行きましたが、残念ながら改修工
事のため休館中でした。寒い時は、温泉が恋しいのですが、県北は積雪の可能性があるの
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で避けています。岡山市久米のはま寿司と大家族の湯は隣接しています。が・・・フェン
スで区切られているので、それぞれの駐車場に車で移動しました。という訳でワンストッ
プとは行きませんが、気分的にはワンストップのようなものです。

　大家族の湯には以前行ったことがありますが、はま寿司に行くのは初めてでした。もは
や回転ずしとは呼べないユニークなシステムで、びっくりしました。カウンター席に座る
と、すし職人の方が寿司を握っているのが見えるという従来のスタイルとは全く違ってい
て、トンネルの向こうから台車で自動的に寿司皿が運ばれてくるような感じです。オート
マティックやねぇ～！と感心しました。

2026 年 01 月 29 日　ShrikeLite 8 ビットの SPI は動作したけど・・・

　Shrike Lite で遊んでいます。・・・というか思うように行かず、遊ばれています。
Githubの Shrike のページにある spi_loopbackという example を試したところ、
ほぼ期待通りの動作をしました。少し手を入れて、spi でやり取りするデータ長を 32
ビットにしてみたところ、思い通りには動作せず、挙動不審というか中途半端な動きをし
ます。それでは 16 ビットだとどうなるかと思って試しましたが、これもまた思惑通りに
は動作しませんでした。今のところ、シミュレータやオシロスコープなどを接続してみて
いませんが、暗礁に乗り上げています。

　あれこれ試している内に、ForgeFPGAworkshopという無償の開発ツールには、
I2C や SPIなどのモジュールがライブラリーとして提供されていることに気付きました。
Shrike Lite のGithubで公開されている spi_target.vはほぼ同じでです。Githubか
らダウンロードしたモジュールよりも ForgeFPGAworkshopのライブラリーの方が信
用できるんじゃないかと思ってモジュールを差し替えて試してみましたが、結果は同じで
した。

　Google Chrome の AIに、「spi targert device を verilog で記述した設計例を
示してください。ただし、データ長は 32 ビットとします。また全ての信号はシステムク
ロック clkに同期化すること。」と質問すると、ちゃんとしたVerilog のソースと共に説
明文まで提示してくれます。これを使おうと思って四苦八苦していますが、今の処、思っ
たような動作をするには至っていません。やっぱりシミュレーションとかやった方が良い
かなぁ・・・ちなみに、ForgeFPGAworkshopのライブラリではシミュレーションた
めのテストベンチ(spi_target_tb.v)まで提供してくれるのですが今一つ使い方が分
かっていません。
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2026 年 01 月 30 日　Verilog のシミュレータを試してみる
　初心者なので、テストベンチの書き方や読み方を理解するために「ディジタル回路と
Verilog入門」という記事を読みながら学習しています。ルネサスの
ForgeFPGAworkshopで生成される SPIライブラリーには、シミレーション用のテス
トベンチ(xx_tb.v)もおまけで付いているので、それをもとにシミュレーションしてみま
した。以下に入力したコマンドを示します

PS D:\nas> iverilog spi32_target_tb.v spi32_target.v
PS D:\nas> vvp a.out
VCD info: dumpfile spi32_target_tb.vcd opened for output.
spi32_target_tb.v:119: $finish called at 41810000 (1ps)
PS D:\nas> gtkwave spi32_target_tb.vcd

GTKWave Analyzer v3.3.100 (w)1999-2019 BSI

[0] start time.
[41810000] end time.

　ここで表示されるGTKWave のイメージの一部を切り取ってタイトル画像に示しまし
た。テストベンチの中にテストシーケンスとして次のように記述されているので、シミュ
レーションの波形を読み解く手掛りになりそうです。いやはや・・・Shrike Lite は
Verilog の学習ツールとしては最高ですね～！！

// Test sequence
  initial begin
    $dumpfile ("spi32_target_tb.vcd");
    $dumpvars (0, spi32_target_tb);

    r_clk = 1'b0;
    r_rst_n = 1'b0;
    r_enable = 1'b0;
    r_ss_n = 1'b1;
    if(CPOL) r_sck = 1'b1;
    else r_sck = 1'b0;
    r_mosi = 1'b0;
    r_mosi_data = 'hAA;
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    #100 r_rst_n  = 1'b1;
    #100 r_enable = 1'b1;
    #1000 spi_gen_frame (r_mosi_data);
    #(SPI_BIT_PERIOD/2) r_ss_n = 1'b1;
    r_mosi = 1'b1;
    #1000;
    repeat (5) begin
      r_mosi_data = r_mosi_data + 1;
      spi_gen_frame (r_mosi_data);
    end
    #(SPI_BIT_PERIOD/2) r_ss_n = 1'b1;
    r_mosi = 1'b1;
    #10 r_enable = 1'b0;
    #1000;
    $finish;
  end

2026 年 01 月 31 日　松の木を薪割り

　寒さの為、過去1週間位はずっと家の中に籠りっきりだったので、体を動かしたいと
思って薪割りをしました。今日は 風もなく 穏やかないい天気でした。幹の太さが 40cm
位の松の木を伐採しており、放置しておくと邪魔なので運動のために 薪割りをしました。
太過ぎて斧で割る事が出来ないので、チェーンソーで8cm位の 切れ目を入れて、そこに
楔を打ち込んで 2 つに割ります。2 つに割れれば、斧で適当な大きさに割っていきます。

　実は、松の木を割り木にしたものの、使い途の当てがありません。ピザ窯には使えない
し、薪ストーブで燃やすのも適していません。要る人があれば、差し上げたいくらいです。
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